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ポイント                          

・超音波を植物体に照射することにより病気を防除する技術の開発を進めています。 

・イネ苗やトマト苗に超音波を照射することにより、イネいもち病とトマト萎凋病を抑

制できることが確認できました。 

・さらなる適応病害の拡大とともに、実用化を目指して装置を改良中です。 
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植物体への超音波処理による病害防除技術を開発 

― 物理的刺激を与え、病気に対する抵抗性を誘導 ― 
 

 

 

 

 

 

 

概要                                      

農研機構では、国立大学法人東京農工大学との共同研究により、超音波を利用した病

害防除技術の開発を進めています。 

近年の食への安全・安心および環境への負荷低減という観点から、農薬を使用しない

新たな病害防除技術として物理的刺激である超音波を利用した病害防除技術を開発しま

した。本技術では、40kHz の超音波を断続的なパルスパターンでイネ苗やトマト苗に照

射することにより、イネいもち病やトマト萎凋病の発病を抑制することが可能です。 

これまでの研究開発で、一定の防除効果が確認されたことから、現在、実用化に向け

た装置の改良と様々な病害に関する防除効果試験を実施しています。 

 

予算：運営費交付金 

特許：特願 2013-035518 

 

問い合わせ先                                  

 研究推進責任者：農研機構生研センター 所長 新木雅之 

 研究担当者  ：同 生産システム研究部 主任研究員 吉田隆延  

 TEL 048-654-7074 

 広報担当者  ：同 機械化情報課長 八谷 満 

 TEL 048-654-7030 FAX 048-654-7130 

 プレス用 e-mail：iam-koho@ml.affrc.go.jp 

 

 

 

※農研機構（のうけんきこう）は、独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構のコミュニケーションネーム（通称）です。

新聞、TV等の報道でも当機構の名称としては「農研機構」のご使用をお願い申し上げます。 

本資料は筑波研究学園都市記者会、農政クラブ、農林記者会、農業技術クラブ、文部科学

記者会、科学記者会に配布しています。 

プレスリリース 



2 

開発の背景と経緯                                 

１．近年、食への安全・安心が求められていることから、農薬の使用量を減らした栽培

方法に関心が集まっており、エコファーマー制度や有機 JAS 認定制度などが導入され

ています。また、環境負荷低減の観点からも農薬の使用量低減が望まれており、農薬

を使用しない新たな防除技術の開発が重要な課題となっています。 

２．しかしながら、植物の病気は多種多様であり、農薬を使用せずに病気を防除するこ

とはなかなか難しいのが現状です。特に胞子で空気中を伝搬するイネいもち病や、土

壌中に病原菌が生息して土壌伝搬するフザリウム病などは、殺菌剤や土壌消毒剤を使

用しないと防除が難しい病気です。 

３．一方、農薬の使用を低減する環境保全型農業に関する研究が推進されており、農薬

を使用しない病害防除技術の開発も同様に進められてきました。その中に、植物体に

物理的刺激を与え、病気に対する抵抗性を誘導して病気を防除する技術が開発されま

した。その一例が「光」を利用した防除技術です。 

４．生研センターでは、これまでに徳島県、山口大学、ニューデルタ工業と共同で、果  

 樹園のヤガ類を防除する超音波ヤガ類防除装置を開発してきましたが、その研究開発 

 の中で出力音圧の大きいセラミック型の超音波発振装置を開発しました。「超音波」も 

 「光」と同様に物理的刺激です。そこで、本装置を利用して、物理的刺激である超音 

 波を植物体へ照射することにより、抵抗性を誘導して病気を防除することができるの 

 ではと考え、東京農工大学と共同で研究を進めてきました。 

 

超音波処理による病害防除技術の概要                        

１）病害防除に利用する超音波発振装置は、セラミック型の発振子を用いたもので、周

波数 40 kHz、音圧約 120 dbの超音波を断続的なパルスパターンで出力します。この

周波数および音圧は、ヤガ類の防除にも十分な効果がある仕様であることが分かって

います。 

２）本装置を利用して、イネ苗に超音波を２週間連続で照射し、その後にイネいもち病

菌を接種して、一定期間を経過した後、イネのいもち病病斑数をカウントして発病程

度を評価した結果、超音波を処理したイネでは、イネいもち病の発生を無処理のイネ

の１／２程度に抑制できました。 

３）本装置を利用して、トマト苗に超音波を２週間連続で照射し、その後にトマト萎凋

病菌（フザリウム病）を接種して、萎凋病の病害防除効果試験を行いました。病気の

評価は、トマト萎凋病の特徴的な病徴である維管束の褐変を１〜４段階に分けて発病

度として評価しました。その結果、超音波処理を行ったトマトでは、無処理のトマト

と比較して、トマト萎凋病を１／３程度に抑制できました。 

 

今後の予定・期待                              

現在、超音波処理により、イチゴうどんこ病等他の病害にも防除効果が認められるこ

とを試験で確認しています。今後、超音波が有効な病害の種類を拡大できる可能性があ

ることから、様々な防除効果試験を行っていくとともに、実用化を目指して装置の改良

を進めていきます。 
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図１ セラミック型超音波発振装置 

 

セラミック型発振素子 

図２ 植物体への超音波処理方法の一例 

図３ 超音波処理によるイネいもち病の防除効果 

図４ 超音波処理によるトマト萎凋病の防除効果 

発振制御コントローラ 

供試植物 

超音波発振素子 


